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1．はじめに 

近年，全国的にコンクリート構造物の老朽化が進ん

でおり，今後取り壊しや建替えが増えると見込まれて

いる．廃棄物と天然骨材の使用量を削減できる骨材リ

サイクルの方法に再生骨材コンクリートの技術 1),2)が

ある．再生骨材の利用には課題があり，コンクリート

の強度や耐久性が一般的なコンクリートに比べて低下

することが知られている． 

本研究では，耐久性のうち塩分浸透抵抗性に着目し，

再生骨材コンクリートにフライアッシュ（以下 FA と

も記述する）を組み合わせることで，再生骨材の影響

による性能の低下をポゾラン反応によるコンクリート

の緻密化で補い，実用に近づけることを目標とする．

FA を添加したコンクリートと無添加のコンクリート

を用いて材齢 28 日，56 日，91 日の 3 回に分けて電気

泳動試験を行い，拡散係数を比較した． 

また，塩化物イオンの浸透について，液状水の浸透

挙動が関係しているとの指摘もある．そのため電気泳

動試験に加えて表面吸水試験を行った． 

2．実験概要 

(1)再生骨材の製造 

本研究で使用した再生骨材は標準養生を行った材齢

28日以降のコンクリート角柱をファインジョークラ

ッシャーにより，最大粒径が25mm程度になるように破

砕し，25mmふるいを通過した全量を試料とした．原コ

ンクリートの配合を表1に示す．原コンクリートは粗

骨材の最大寸法25mm，目標スランプ8.0cm，目標空気

量4.5％とし，材齢28日における原コンクリートの圧

縮強度は37.1N/mm2であった．表2に製造した再生骨

材の密度および吸水率を示す．今回の再生粗骨材の品

質はJIS A 5023 の再生骨材Lに該当した． 

(2)供試体の作製および試験ケース 

供試体はφ100×200mmの円柱供試体を使用し，標

準養生を行った．実験ケースと供試体の配合を表3に

示す．骨材種類を2水準とFA量を 3水準に変えた6

ケースについて各3回の試験を実施した． 

 

(3)塩分浸透試験 3) 

塩分浸透試験として電気泳動試験を行った．試験は，

「電気泳動によるコンクリート中の塩化物イオンの実

効拡散係数試験方法（案）」（JSCE-G571-2007）に従

って行い，温度 20±2℃の恒温室内で実施した．ただ

し，実験装置が限られており，各パラメータにつき１

体ずつとした． 

試験では，陽極側の塩化物イオン濃度の増加が一定

になったときの移動流束を測定し，Nernst-Planck の

式を適用して実効拡散係数を計算した．さらに実効拡

散係数から見かけの拡散係数を求めた． 

(4)表面吸水試験 4) 

表面吸水試験の概要を図１に示す．試験では円柱供

試体を用い，供試体が水中に約 2mm 没するようにし

た．また，供試体上面はビニールシートで覆い，水は

ね等による吸水を防いだ．試験時間は 6 時間とし，温

度 20±2℃の恒温室内で実施した．吸水量は供試体の

吸水前と吸水後の質量を測定することで求めた． 

  表 1 原コンクリートの配合 

表 2 再生骨材の密度および吸水率 

 表 3 実験ケースと供試体の配合 

図 1 表面吸水試験状況の模式 
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3.実験結果 

(1)塩化物イオンの拡散係数 

電気泳動試験より得られた拡散係数と材齢の関係を

図 2に示す．材齢28日の再生骨材を使用したL00は，

普通骨材を使用したN00と比べ拡散係数が小さくなっ

た．材齢56日と 91日の L00の拡散係数はN00の値よ

り大きく，塩分浸透抵抗性が小さくなった．この結果

は「再生骨材コンクリートの設計施工指針」1)と同様

の傾向である．  

FAを添加したケースをみると，添加率が15％の N15

と L15では無添加のケースに比べ，材齢の経過ととも

に拡散係数の低下が見られた．これはFA添加によるポ

ゾラン反応によりコンクリートが緻密化したことによ

るものだと考えられる．一方，添加率25％の N25と L25

では 15％のケースに比べると拡散係数の低下量が小

さく，図 3 のように材齢 91 日においても無添加のケ

ースと比べて拡散係数が大きくなった．この結果はFA

の使用量が増加すると抵抗性は向上するとする｢フラ

イアッシュ設計施工指針｣5)とは異なった。この理由と

して，材齢91日ではFAの反応が十分ではないことや

フレッシュ性状の影響等が考えられるが明確でないた

め，今後の研究で検討していく． 

(2)表面吸水試験 

材齢 91 日の表面吸水試験の結果を図 4 に示す．古

賀ら 4)の数値（W/C：50%，6時間後吸水量：約0.55mm）

と比較するとN00と L25の値が大きくなったが，他の

4ケースでは近い値となった．N00を除くケースで吸水

量と拡散係数との間にある程度の相関が見られ，吸水

量を塩分浸透抵抗性の指標とできる可能性が考えられ

た． 

4.まとめ 

①材齢56日と 91日において再生骨材を使用したケー

スの拡散係数が普通骨材を使用したケースに比べ，

大きくなった． 

②FA添加率が15％のケースでは拡散係数の減少が見

られ，塩分浸透抵抗性が改善されたことが確認でき

た．一方で，25％のケースでは無添加に比べて拡散

係数の増加が見られた． 

③6時間吸水量と拡散係数である程度の相関関係が確

認できた． 
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図 2 見かけの拡散係数と材齢の関係 

 

図 3 見かけの拡散係数とFA添加率の関係 

 

図 4 表面吸水試験吸水量 
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